
　◆事務事業の概要◆

　◆事務事業の目標（成果）指標◆

算式

算式

　◆事務事業を構成する細事業の事業費・成果指標◆

指標

指標

指標

◆事務事業を構成する細事業の評価◆

評価（担当課長） 事業の方向性 維持 予算の方向性 維持

事業の方向性
（事業全体の課題や改善方策

など）

古い教材の維持管理及び活用が難しい。また、総合教育センターとして一箇所に位置づけて業務を
行うことにより、施設の充実及び利用者の拡大が望まれる。

Action ◆今後の事務事業の方向性◆

2

視聴覚教育支援事業

Ｂ Ｂ Ｂ

学校統合、教員の減により２６年度より教材配送日を一日減らして対応した
結果、機材の利用は増加だが教材利用は減となった。限られる教材を利用
することから、随時関連教材の更新に努めたい。

1

パソコン活用普及事業

Ｂ Ａ Ｂ

約１０年近く講習会を開催しているが受講者が減らないのが現状である。
（まだ不得意な方がいる。）対策として、参加者より事前にアンケートを取り
効率よい講習会を進めたい。

Check Ａ ： 適正である　Ｂ  ：検討の余地あり　Ｃ ： 見直しすべき

枝
番

　細事業名 妥当性 有効性 効率性 課題と対策

0

一般財源 1,886 2,617 1,750

地方債 0 0 0

その他 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0

事業費の合計（千円） 1,886 2,617 1,750

0 0

提供回数＝教材機材年間貸出回数 回 1323 1300 1240 1200 事業 維持

60 事業 維持

2
視聴覚教育支援事業 1,886 2,617 1,750 予算 維持

予算 不要

目標（成果）指標名 単位

受講者数＝年間受講者人数 人 71 60 71

重点
細事
業事業の方向性

1
パソコン活用普及事業 － － －

枝
番

細事業名
H25

決算額
H26

決算額
H27当初
予算額

H28以降の
予算の方向性

H25実績値 目標値 実績値 H27目標値

17 17 17
-

実績値

出前映写会の開催数
回 20 17 18

目標（成果）指標名
単位

25年度
実績値

26年度（評価年度） 27年度
目標値

28年度
目標値

31年度
目標値指標の算式 目標値

対象 教育業務関係職員（小・中学校教員・保育士）・小学校児童、中学校生徒・一般市民（親子・高齢者）

意図
（対象をど
のようにし
たいか）

視聴覚教育の中核として教材・機材を各団体（小中学校・幼稚園・公民館・保育園）等に学力向上のため貸し出し、提供す
ると共に、教職員に情報機器を理解させ児童生徒へＩＴ技術を習得させる。また、市民に優良映写会を行い娯楽の場と共
に知識向上に役立てる。

Do

H27教育行政方針 【学校教育の推進】　１．意欲をもち、確かな学力を付ける教育の充実 H27：重点●政策○ -

事業
概要

○視聴覚教材・機材の貸出し業務として、年間を通して（火曜日～木曜日）配送車で各小中学校、地区公民館へ配送をす
る。　○パソコン講習会の開催、小・中学校教職員、保育士対象（内容、Ｗｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌ、ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ、画像編集等）○出
前映写会の開催、小中学校及び地区公民館へ出向いて優良映画の上映。

将来ビジョン 該当無し H25：重点●政策○ -
H26教育行政方針 【学校教育の推進】　１．学力の向上 H26：重点●政策○ -

種類 ソフト事業（任意）
根拠
法令

地方教育行政法第３０条
例規
等

佐渡市総合教育センター条例

1927

事務事業名 視聴覚ライブラリー管理運営事業 開始年度 昭和49 終了年度 未定

平成27年度「市役所の仕事」花まる通信簿（平成26年度実績） 担当課 19学校教育課

Ｐｌａｎ 会計区分 一般会計 事業通番 13157 事務事業コード


